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プログラム
第1日目

2 月 6日（木）　A会場　2F sola city Hall ［East］

8：55 〜	 開会挨拶
和田孝次郎　防衛医科大学校  脳神経外科学講座

9：00 〜 10：00	 特別企画シンポジウム 1 「特殊災害への対応：爆傷、戦傷、テロなど」
（抄録集 p.67 〜 p.69）

座長：�戸村　　哲　防衛医科大学校防衛医学研究センター外傷研究部門 
柳川　洋一　順天堂大学医学部附属静岡病院

SS1-1	 防衛医大の爆傷研究
戸
と む ら

村　　哲
さとし

	 防衛医科大学校防衛医学研究センター外傷研究部門
SS1-2	 自衛隊における国際搬送の経験

瀬
せ

野
の

宗
そう

一
いち

郎
ろう

	 防衛医科大学校救急部
SS1-3	 大規模災害等における陸上自衛隊衛生の対応

鈴
す ず き

木　　洋
ひろし

	 防衛医科大学校耳鼻咽喉科学講座
SS1-4	 特殊災害〜潜水艦救難について〜

梅
うめ

原
はら

　　誠
まこと

	 海上自衛隊潜水医学実験隊第 3 実験部
SS1-5	 令和元年から自衛隊が実施した急患空輸について

木
き む ら

村　幹
みきひこ

彦	 防衛医科大学校防衛医学研究センター特殊環境衛生研究部門

10：05 〜 11：05	 幹事会企画シンポジウム 1 「災害医療の教育：大量傷者訓練など」
（抄録集 p.75 〜 p.77）

座長：�伊藤　勝博　弘前大学　災害・被ばく医療教育センター 
中村　光伸　前橋赤十字病院　高度救命救急センター　集中治療科・救急科

BS1-1	 陸上自衛隊衛生学校における有事の救命率向上に向けた戦傷医療教育
野
の む ら

村　和
か ず き

希	 陸上自衛隊衛生学校教育部
BS1-2	 わが国における事態対処医療の普及に向けた取り組みについて

関
せ き ね

根　康
やすまさ

雅	 防衛医科大学校　防衛医学研究センター外傷研究部門
BS1-3	 防災教育から展開する災害医学の体系的教育の実践

伊
い と う

藤　勝
かつひろ

博	 弘前大学 災害・被ばく医療教育センター
BS1-4	� 第 72 回日本職業・災害医学会学術大会、シンポジウム 9 

（災害と脳疾患）から感じた脳神経外科医に必要な災害教育と準備
池
い け だ

田　尚
ひ さ と

人	 昭和大学江東豊洲病院脳神経外科
BS1-5	 美濃加茂市災害時の応急医療活動に関する協定と救護所設置訓練の繰り返し

山
や ま だ

田実
み き と

貴人	 中部国際医療センター救急部門
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11：10 〜 12：00	 �幹事会企画シンポジウム 2  
「災害医療での Pros ＆ Cons：広域災害時 (切迫するD) の患者は手術するのか」
（抄録集 p.77 〜 p.79）

座長：�中村　光伸　前橋赤十字病院　高度救命救急センター　集中治療科・救急科 
豊田　　泉　岐阜県総合医療センター　救急科

BS2-1	 広域災害時での頭部外傷・脳疾患の状況と手術体制
加
か と う

藤　宏
こういち

一	 東京労災病院脳神経外科
BS2-2	 広域災害時に切迫するＤを呈する患者にも手術は施行すべきである

卯
う づ ら

津羅雅
まさひこ

彦	 東京慈恵会医科大学附属柏病院救急部
BS2-3	 広域災害時　「切迫する D」の患者の手術を優先すべきではない

若
わかすぎ

杉　雅
まさひろ

浩	 富山県立中央病院救命救急センター
BS2-4	 広域災害時，重症頭部外傷に対する緊急手術は行えるのか

中
なかむら

村　光
みつのぶ

伸	 前橋赤十字病院　高度救命救急センター

12：10 〜 13：10	 ランチョンセミナー 1
座長：森　健太郎　総合東京病院　脳卒中センター

コロナ後の感染症危機に備える　～DX技術をフルに活用して～
演者：加

か く

來　浩
こう

器
き

　防衛医科大学校防衛医学研究センター
共催：村中医療器株式会社／帝人メディカルテクノロジー株式会社

13：15 〜 13：45	 総会

13：50 〜 14：40	 �幹事会企画シンポジウム 3  
「大規模災害時の脳神経外科救急疾患の対応について：急性期」
（抄録集 p.79 〜 p.81）

座長：�池田　尚人　昭和大学江東豊洲病院　脳神経外科 
井川　房夫　島根県立中央病院　脳神経外科

BS3-1	 大規模災害時の急性期における脳神経外科医・救急医としての活動 〜能登地震の経験から考察〜
豊
と よ だ

田　　泉
いずみ

	 岐阜県総合医療センター救急科
BS3-2	 災害急性期に脳神経外科医ができることとすべきこと

本
ほ ん だ

多ゆみえ	 東海大学医学部脳神経外科
BS3-3	� 災害時の脳神経外科患者への対応の検討 

- 災害訓練の振り返りから -
山
や ま だ

田　哲
てつひさ

久	 ( 株 ) 麻生飯塚病院脳神経外科
BS3-4	 休日における大規模災害時の診療体制強化

竹
たけがみ

上　徹
てつろう

郎	 京都第一赤十字病院脳神経外科
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14：40 〜 16：00	 幹事会企画シンポジウム 4 「災害時脳神経外科救急のM＆M」
（抄録集 p.81 〜 p.83）

座長：�高橋　　恵　東京医科大学　医療の質・安全管理学分野 
佐久間　潤　公益財団法人湯浅報恩会寿泉堂綜合病院

BS4-1	 秋葉原無差別殺傷事件における病院前救護活動ー都市型災害の特殊性と教訓
荒
あ ら き

木　　尚
たかし

	 埼玉県立小児医療センター脳神経外科
BS4-2	 能登半島地震発災直後の脳神経外科救急疾患について

村
むらかみ

上　健
けんいち

一	 公立松任石川中央病院脳神経外科
BS4-3	 脳神経外科医の災害活動におけるピットフォールとその回避策

安
あ じ み

心院康
やすひこ

彦	 帝京大学医学部救急医学講座
BS4-4	 災害医療の変遷と脳神経外科医としての関わり

八
や つ し げ

ツ繁　寛
ひろし

	 独立行政法人国立病院機構災害医療センター脳神経外科

16：05 〜 16：35	 スポンサードセミナー 1
座長：岩瀬　正顕　関西医科大学総合医療センター　脳神経外科

輸液メーカーとしての安定供給への取り組み
演者：曽

そ ぎ

木　一
か ず お

男　株式会社大塚製薬工場
医薬品卸としての災害時の安定供給への取り組み

演者：一
いちじょう

條　　武
たけし

　株式会社バイタルネット
共催：株式会社大塚製薬工場

16：40 〜 17：10	 スポンサードセミナー 2
座長：近藤　聡英　順天堂大学医学部　脳神経外科

代用硬膜としての多孔質コラーゲンマトリックスの可能性と問題点
演者：萩

はぎわら

原　　靖
やすし

　�りんくう総合医療センター　脳神経外科／救急診療センター／
高度脳損傷・脳卒中センター

共催：Integra Japan 株式会社

17：15 〜 17：55	 �幹事会企画シンポジウム 5  
「大規模災害時の脳神経外科救急疾患の対応について：慢性期」
（抄録集 p.83 〜 p.84）

座長：�周郷　延雄　東邦大学医学部脳神経外科学講座 ( 大森 )

BS5-1	 大規模災害慢性期の脳神経外科疾患対応には多くの職種の参画が必要である
守
も り や

谷　　俊
たかし

	 自治医科大学付属さいたま医療センター脳神経外科
BS5-2	� 大規模災害　慢性期を見すえた　脳神経外科医師と多職種の対応について 

リハビリテーション科職種からの期待
田
た む ら

村　吏
り さ

沙	� 防衛医科大学校病院　外傷熱傷事態対処医療センター　 
およびリハビリテーション部

BS5-3	 大規模災害時の脳神経外科医の役割（慢性期）
小
こばやし

林　弘
ひろあき

明	 自衛隊中央病院脳神経外科
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第 1日目
2 月 6日（木）　B会場　2F sola city Hall ［West］

9：00 〜 10：10	 一般演題１ 「血管障害」
（抄録集 p.99 〜 p.102）

座長：�土肥　謙二　昭和大学 救急・災害医学講座 
山根　文孝　国際医療福祉大学 熱海病院 脳神経外科

O1-1	 当院での過去１０年の脳卒中患者の動向
本
ほ ん だ

田　　優
まさる

	 周南記念病院脳神経外科
O1-2	 日本航空医療学会ドクターヘリ全国症例登録システムを用いた脳卒中症例に対する制吐剤使用の影響

田
た な か

中　規
の り こ

子	 順天堂大学医学部附属静岡病院救急診療科
O1-3	� 手術適応の急性期頭蓋内出血性病変に対する直接作用型第 Xa 因子阻害剤の有用性と危険性

坂
さかぐち

口　顕
あきひろ

弘	 昭和大学医学部脳神経外科
O1-4	� 抗凝固療法中の脳出血に対して第Ⅹa 因子阻害薬の中和剤 

（アンデキサネットアルファ）を使用した 2 例の経験から
國
くにつか

塚　久
ひさのり

法	 雄勝中央病院脳神経外科
O1-5	 Andexanet alfa 投与後の症候性および無症候性脳梗塞の発症頻度

櫻
さくらだ

田　冴
こきょう

響	 埼玉医科大学国際医療センター脳卒中外科
O1-6	 放射線照射 / 被曝後に発生した多発性脳海綿状血管腫

堤
つつみ

　佐
さ と し

斗志	 順天堂大学医学部附属浦安病院脳神経外科
O1-7	 脳出血で発症した特発性前大脳動脈穿通枝動脈瘤の 1 例

菅
すがさわ

澤　　真
しん

	 帝京大学附属溝口病院脳神経外科
O1-8	� 後頭蓋窩 pial AVF により発生したと考えられる 

flow related PICA aneurysm の破裂にて SAH を発症した一例
中
なかむら

村　光
ひ か る

流	 長崎県島原病院脳神経外科

10：15 〜 11：45	 一般演題 2 「脳血管内治療」
（抄録集 p.103 〜 p.108）

座長：�吉田　賢作　東京都立広尾病院　脳神経外科 
根木　宏明　浜松医科大学　脳神経外科

O2-1	 当院における血栓回収療法時間短縮の取り組みと変化
齋
さいとう

藤　拓
たくろう

郎	 市立函館病院脳神経外科
O2-2	� SKIP study 前後での富山県における発症 4.5 時間以内の脳梗塞治療の現状—脳卒中登録事業（TOY 

STORE）より
堀
ほり

　恵
え み こ

美子	 富山大学医学部脳神経外科
O2-3	 機械的血栓回収療法における Emergency room skip strategy の有効性

井
い は た

畑　知
ともひろ

大	 大阪医科薬科大学脳神経外科・脳血管内治療科
O2-4	 当院で行われた超高齢者に対する脳血栓回収療法の検討

鈴
す ず き

木　一
いちろう

郎	 八戸市立市民病院脳神経外科
O2-5	� アルテプラーゼ静注療法が無効であった Medium vessel occlusion に対して経橈骨動脈アプローチで 

血栓回収が成功した一例
久
く ぼ

保　貴
たかのり

智	 兵庫医科大学脳神経外科
O2-6	� 肺原性脳塞栓症に対して血栓回収による急性期血行再建を試みた 

中大脳動脈有窓形成の一例
鬼
お に き

木　蘭
らんまる

丸	 順天堂大学医学部附属静岡病院脳神経外科
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O2-7	 診断に苦慮した前大脳動脈閉塞の１例
谷
たにぐち

口　尭
たかひこ

彦	 埼玉医科大学国際医療センター脳血管内治療科
O2-8	 血栓回収療法後に発生した細菌性脳動脈瘤に対する治療方法

柏
かしわぎ

木　秀
ひ で き

基	 大阪医科薬科大学脳神経外科・脳血管内治療科
O2-9	 破裂椎骨脈瘤解離に対する血管内治療の成績 (PICA 分岐位置による検討 )

辻
つじ

　優
ゆういちろう

一郎	 大阪医科薬科大学脳神経外科・脳血管内治療科
O2-10	� 破裂解離性遠位部椎骨動脈瘤に対する治療戦略 

〜山梨大学関連施設での成績を踏まえ〜
橋
はしもと

本　幸
こ う じ

治	 山梨大学医学部脳神経外科
O2-11	 Tentorial dAVF に対して TAE を行い術後皮質下出血を認めた 1 例

三
み き

鬼　侑
ゆ う ま

真	 昭和大学江東豊洲病院脳神経外科

12：10 〜 13：10	 ランチョンセミナー 2
座長：栗田　浩樹　埼玉医科大学国際医療センター　脳卒中外科

高齢者頭部外傷の特徴と対策－凝固線溶障害や抗血栓薬服用にどう立ち向かうか－
演者：中

な か え

江　竜
りゅうた

太　日本医科大学付属病院   高度救命救急センター
共催：アストラゼネカ株式会社

13：50 〜 14：30	 一般演題 3 「プレホスピタルケア・救急看護・チーム医療」
（抄録集 p.108 〜 p.110）

座長：�一二三　亨　聖路加国際病院　救急科

O3-1	 急性期脳梗塞患者救急搬送時の時間軸を意識した院内多職種連携
中
なかじま

島　有
ゆ か

香	 埼玉石心会病院救急科
O3-2	 病院救急車を活用した救急診療連携の確立

吉
よ し だ

田　陽
よういち

一	 千葉市立海浜病院脳神経外科
O3-3	� 第 Xa 因子阻害剤服用下の頭蓋内出血に対するアンデキサネットアルファの早期投与を目指した院内体制

の構築
林

はやし

　　　悟
さとる

	 社会医療法人 近森病院脳神経外科
O3-4	 「脳卒中コアセンター」としての ER 看護師の課題

首
しゅどう

藤　玲
れ な

奈	 医仁会 武田総合病院 看護部
O3-5	 A 病院の脳神経外科で求められる特定看護師の役割と今後の展望

内
ないとう

藤　　静
しずか

	 川崎市立多摩病院　看護部

14：40 〜 15：30	 一般演題 4 「頭部外傷」
（抄録集 p.111 〜 p.113）

座長：鷲見　賢司　昭和大学医学部　脳神経外科

O4-1	 急性硬膜下血腫患者の予後予測モデルの開発
池
い け だ

田　憲
けんすけ

祐	 杏林大学医学部脳神経外科
O4-2	 急性硬膜下血腫における減圧開頭術に関わる適応因子

池
いけむら

村　涼
りょうご

吾	 順天堂大学医学部附属静岡病院脳神経外科
O4-3	 ヘリ搬送までに時間を要した急性硬膜下血腫の 1 例

定
さだかた

方　英
えいさく

作	 長崎医療センター脳神経外科
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O4-4	 体温上昇を伴った高齢者軽症頭部外傷入院例における特徴と傾向
小
こ ま つ ば ら

松原弘
こういちろう

一郎　八王子山王病院脳神経外科
O4-5	 スポーツ頭部外傷後の脳脊髄液漏出症に対してブラッドパッチを施行した症例の検討

平
ひらもと

元　　侑
ゆう

	 東邦大学医療センター大橋病院脳神経外科
O4-6	 軽症頭部外傷後に画像変化を伴わず SIADH が疑われた一例

須
す ご う

郷加
か な こ

奈子	 昭和大学　救急・災害医学講座

15：35 〜 16：15	 一般演題 5 「脊椎・脊髄疾患」
（抄録集 p.114 〜 p.116）

座長：野中　康臣　医誠会国際総合病院

O5-1	 頭部外傷に伴う環軸椎合併骨折 3 症例の検討
佐
さ と う

藤　英
ひでとし

俊	 社会医療法人三栄会 ツカザキ病院脳神経外科
O5-2	 急性腹症として加療を受けた骨粗鬆性胸椎圧迫骨折の 1 例

松
まつもと

本　洋
ひろあき

明	 社会医療法人栄昌会吉田病院脳神経外科
O5-3	 頸椎骨折に合併した外傷性椎骨動静脈瘻の１例

川
かわぐち

口　礼
れ お

雄	 釧路孝仁会記念病院脳神経外科
O5-4	 スポーツにおける脊髄振盪

阿
あ べ

部　瑛
え い じ

二	 順天堂大学医学部脳神経外科
O5-5	 急速に麻痺が進行した転移性脊椎腫瘍に対する緊急外科的介入の検討

前
まえじま

嶋　竜
りゅうや

八	 愛知医科大学脳神経外科

16：20 〜 16：55	 一般演題 6 「感染・凝固異常，基礎研究」
（抄録集 p.116 〜 p.118）

座長：上野　英明　順天堂大学医学部付属浦安病院　脳神経外科

O6-1	 硬膜下膿瘍の鑑別に MRI・FLAIR 画像は有用か？
小
お の

野　　元
はじめ

	 川崎市立多摩病院脳神経外科（指定管理者 学校法人聖ﾏﾘｱﾝﾅ医科大学）
O6-2	 脳神経外科術後髄膜炎における髄液プレセプシンの診断能の検討

渕
ふ ち の う え

之上　裕
ゆたか

	 東邦大学医学部脳神経外科学講座 ( 大森 )
O6-3	 開頭手術における周術期凝固第 XIII 因子活性測定の意義と活性低下に関わる因子について

魚
うおずみ

住　洋
よういち

一	 神戸大学医学部脳神経外科
O6-4	� 凝固障害を伴う頭部外傷モデルの作成と 

血小板代替物 H12(ADP) リポソームの治療・救命効果に関する検証 
（ラットを用いた基礎研究）

佐
さ さ

々　瑠
る か

花	 防衛医科大学校 防衛医学研究センター 外傷研究部門

17：00 〜 18：00	 イブニングセミナー
座長：山本　拓史　順天堂大学医学部附属静岡病院　脳神経外科

救急現場におけるてんかん診療～ペランパネル点滴静注製剤の期待と使いどころ～
演者：横

よこぼり

堀　將
しょうじ

司　日本医科大学医学研究科救急医学分野
脳波で診る救命救急

演者：吉
よ し の

野　相
あいひで

英　駒木野病院
共催：エーザイ株式会社
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